
（２０１８年２月２８日発行通算22６号） 1/３

月2
２０１８

旭川印刷製本工業協同組合／北海道印刷工業組合旭川支部　この広報はホームページからも見られます。

知的財産権の考慮を申し入れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　２月２３日10:00から知的財産権などについて意

見交換会を旭川市役所契約課と行ないました。契約

課は松本裕紀課長他2名の課員が同席，当協同組合

からは井田理事長，植平・中村・齊藤各副理事長に

渡辺理事が加わりました。

　昨年7月25日，国等の契約の基本方針で，中小企

業向け契約を増加することと知的財産権の価値を十

分に考慮することが閣議決定されました。経済産業

省から旭川市役所にも通達がきているかを確認し，

周知徹底を依頼することが主目的です。

●著作権はイラストだけにあらず

　市の対応をうかがったところ，一例としてごみ収

集カレンダーの入札で，イラストを書き直す案件が

あり，イラストの著作権には十分留意したいとのこ

とですが，イラストだけでなく，印刷するための中

間生成物（組版）には印刷会社に隣接著作権があ

り，組版データを提供させ，他社に印刷させる事は

侵害行為なのですと申し立てました。例えばエクセ

ルデータを持ち込んでいても，印刷するデータには

加工しているので隣接著作権が発生します。印刷物

を複写して増刷するのも問題があると申し立てまし

た。

　イラストを含む入札では、契約の条件として著作

権はすべて発注者にあるとの文言が付されてるよう

です。しかし，この文言削除だけでなく，知的所有

権について相互の権利を尊重するものとし，必要に

応じて協議をする旨の文言が必要ではないかと提案

しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●市の今後の対応に注目

　市では，まだ通達を出すという状態にはなってい

ないと言うことです。知的財産についてはまだまだ

勉強しなければならず，庁内の電子掲示板を通じて

周知していきたいとの事です。

　当組合としては，入札時にかかる事態がおきてい

ないか注視していきたいと思います。契約書の条件

に不審な点があれば，当組合にお問い合わせくださiい。

　また，組合員の間で話題になっている，印刷時の

契約課職員の立ち会いについては，外注禁止条項の

確認という意味ではなく，市の発注物件の印刷時に

印刷工場を見て勉強したいということで伺ったとの

ことです。立ち会いについては入札時から明記して

頂きたいと申し入れました。

　契約課では用紙の値上がりに留意して予算化して

欲しいと各部署に言っていますが，一律カットの方

針なのでなかなか難しいとのことです。

●広告によってを印刷物を提供させるのは安易

　広告をとって大量の封筒を作るというプロポーザ

ルが公開されているが，市内の業者では採算がとれ

ないので当組合はプロポーザル参加を断念しまし

た。これはいったいどういう発想なんでしょうか。

　本州業者が提案している，広告をとって印刷物を

提供する案件は，市内から広告として金が流出する

だけで，結局市民や市財政に役立っていないのでは

ないかと申し立てましたが，これは契約課だけの問

題でないので一方的発言でした。

　今後，こうした会合を重ねて，知的財産ほかにつ

いて相互に認識を深めていきたいと双方で確認しま

した。

市契約課と意見交換会
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「第2回UDレシピ料理会」開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　２月２２日、一般参加者１０名、下田昇兵さんはじ

めスタッフ５名で、「アクアパッツァ・トマトスープ・

しゅうまい」を作りました。完成とはならず、来月へ

続きます。

　「料理教室」ではなく「料理会」で、地域の方と

いっしょにレシピを完成させたい、下田昇兵さんのレ

シピ作りを手伝いたい、ふたつの思いがひとつになっ

た、あたたかい空間となっています。

　来月も開催されます。普段料理されない男性も、

「だれでも簡単につくれる料理」ですので、仕事の合

間に参加してみませんか？

第21回日本自費出版文化賞

締め切り迫る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ジャグラ主催、NPO法人日本自費出版ネットワーク

主管による「第21回日本自費出版文化賞」の作品締め

切りが3月31日に迫りました。

　応募資格は、制作費用の全額または一部を著者（個

人・団体）が負担し、日本国内で最近10年以内に出版

され、主として日本語で書かれた一般書で、製本され

た著書が対象。著者の国籍は不問です。

　募集部門は「地域文化部門」、「個人誌部門」、「小

説部門」、「エッセー部門」、「詩歌部門」、「研究・

評論部門」、「グラフィック部門」の7部門。

　応募方法は、所定の応募用紙に必要事項を記入し、

応募著書１冊と共に郵送または託送。受付期間は

2018年3月31日まで。

募集のぺージ　

http://www.jsjapan.net/jssyoentry.html

事務局日誌

2018年2月 7日(火） 全印工連  教育研修委員会

2018年2月13日(火） 理事会

2018年2月16日(金） 北印工　三役委員会会議

＜予定＞

3月13日（火）理事会

3月15日（木）北印工　三役委員長会議
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